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地中バイオエネルギー開発 
に関する基礎技術研究 資源・エネルギー 

■ はじめに  
３．水素・メタン生成促進条件の検討 中外テクノス株式会社つくばバイオフロンティアセンタ

ーでは、環境微生物を対象とした環境バイオ分野の技術
コンサルティングを請け負っております。長年弊社で培っ
てきた環境分析技術と、高度な微生物解析技術を駆使し、
主にエネルギー、各種排水処理や深度地下環境などに
関連した受託研究や技術開発支援に取り組んでおりま
す。  

圧力容器を用いて油層環境（高温高圧）条件下での微
生物培養を実施しております。同条件下において、水素
およびメタンの生成に成功し、高効率な生成条件を見出
しました。さらに促進剤の検討を実施しております。 
 
４．フィールドオペレーション技術の開発 

フィールドテストを視野に入れ、現地でのアプリケーショ
ンを考慮した微生物技術の開発に関する検討に取り組ん
でおります。より正確に油層環境を模擬するために特殊培
養装置を導入しました。 

これらの地下環境微生物に関する経験を生かすことに
より、CO2地下貯留（CCS）に関連したエネルギー再生技
術の確立を目指した自社研究開発「地中バイオエネルギ
ープロジェクト」を推進しております。本プロジェクトでは、
特に枯渇油田を対象としております。地下に生息する微
生物の活動により枯渇油田に貯留したCO2をメタンに変換、
天然ガス鉱床として再生を図る技術開発を最終目的として
おります。現在までに、好熱性原油成分分解-水素生成菌
*及び好熱性水素利用型メタン生成菌を油層試料より分離
し、その水素*およびメタン生成能力の評価を行っておりま
す。 

 

  

(*微生物によるCO2のメタン変換には水素が必要となりま
す:CO2+4H2→CH4+2H2O） 

 
■ 活動内容 

■ 関連情報等（特許関係、施設） 
最近の学会発表・講演等 

１．石油技術協会平成23年度春季講演会（2011.6） 
２．第7回つくばビジネスマッチング会（2012.2） 
３．ネオ・エネルギー技術シンポジウム 

主催：日本能率協会（2012.11） 
４．JOGMEC-TRCウィーク2012 フォーラム（2012.11） 

 

これまでの研究開発過程 
主にJOGMECの支援を受け、2004年より研究開発に取

り組んでおります。 
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Phase 1 技術的可能性・経済性評価（2004-2005） 
Phase 2 有用微生物の探索（2006-2007） 
Phase 3 水素・メタン生成促進条件の検討（2008-2011） 
Phase 4 フィールドオペレーション技術の開発（2012-) 

 
１．技術的可能性・経済性評価 
  枯渇油田を対象にして経済性評価を実施しました。油
層、CO2圧入、メタン生成、回収などの条件から目標となる
水素およびメタン生成速度を算出しました。 
 
２．有用微生物の探索 

油層水を中心とした国内油田から採取された試料から
好熱性原油成分分解-水素生成菌及び好熱性水素利用
型メタン生成菌の分離に成功しております。 

・有望な好熱性原油成分分解-水素生成菌：6株 
・有望な好熱性水素資化性メタン生成菌：2株 
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